「土浦市れんこんの消費拡大に関する条例（案）」の骨子
１．条例制定の背景と目的

土浦市は国内最大級のれんこんの生産地です。

この地域の特産品である「れんこん」に対する市民の愛着と誇りを共有し、市、生産者、事業者、市民が一体となって消費拡大に取り組むことで、地域経済の活性化と郷土愛に満ちた活力ある市民生活の実現を目指し、本条例を制定するものです。
２．条例（案）の主な内容
	第１条（目的）

第２条（定義）

第３条（基本理念）
	＜目的・基本理念＞

市全体でれんこんの消費拡大による地域振興を図り、郷土愛に満ちた活力ある市民生活を実現する。

＜定義＞

「れんこん」「生産者」「事業者」「市民」など用語の定義を定める。

	第４条（市の役割）
	れんこんの魅力や利活用に関する情報発信、消費拡大に必要な措置の実施

	第５条（生産者の役割）
	良質なれんこんの生産

	第６条（事業者の役割）
	れんこんの販売促進や利活用への主体的取り組み（販売、飲食提供など）

	第７条（市民の役割）
	れんこんが地域の特産品であることへの理解と消費

	第８条（連携及び協力）
	相互に連携協力することを定める。

	第９条（記念日の制定）
	消費拡大と郷土愛の醸成に向けて１１月１７日を「れんこん記念日」と定める。

	第１０条（嗜好等への配慮）
	個人の嗜好・意思を尊重するよう配慮することを定める。


３．施行期日（予定）

令和８年１１月１７日（土浦れんこん記念日と同日）
